
第5回　関西元気な地域づくり発表会 

〈地域コミュニティ〉 

1．活動方針・目的 

　　　「人が輝き、地域を元気に！」を合言葉として堺にゆかりの深い“すずめ踊り”を堺の市民文化として 

　　普及し、“すずめ踊り”を絆として人と人とがふれあい、喜びが満ち溢れた生きがいと住みがいのある 

　　“まち”づくりを目指すことを目的とする。併せて、“すずめ踊り”発祥の地・仙台市と“すずめ踊り”を 

　　絆として歴史と文化を共有した政令都市間の市民“文化交流”を進める。 

 

2．活動内容 

　　　平成１７年、市民活動提案を受けていただき（社）堺観光コンベンション協会が堺とゆかりのある“仙臺

　　すずめ踊り”を第３２回「堺まつり」に招聘され多くの堺市民に感銘を与えた。さらに、その発祥につなが

　　る歴史と文化の背景が話題を集め、“すずめ踊り”の普及活動と、それを機縁として“すずめ踊り”を絆と

　　した堺と仙台、両市民の“すずめ踊り”交流が始まった。 

　　　地域や企業など、仲間づくりを中心として踊り、お囃子およびサポーター等実技を構成要素とする　

　　グループ（祭連：まづら）が主体となって「堺すずめ踊り普及会」が結成され、地域のまつりや各種団体主

　　催行事へ自主的に紹介、普及活動を始めた。　また、5月「仙台・青葉まつり」と10月「堺まつり」など、

　　仙台市と堺市の代表的な「まつり」の機会を活かして相互に訪問し“すずめ踊り”を絆として両市民の交

　　流が始まった。 

　　　普及活動の進行に伴い、運営上の課題として大枠の事業企画および日常的な実技普及活動の財政支

　　援がクローズアップし、これら問題の解消を目的として支援体制として「堺すずめ踊り協賛会」が、同時

　　に実技のスキルアップおよび普及活動に重点を置く「堺すずめ踊り連盟」が発展的に再構築され、活動

　　趣旨を改訂し機能分担して普及活動に取り組んでいる。 

　　　活動を始めて５年を経過した昨年の第36回「堺まつり」（10月18日～19日）においては、メインプ

　　ログラムの「大小路シンボルロード」大パレードで“すずめ踊り”は「堺のアイデンティティー」のグルー

　　プに位置づけられ、堺の伝統行事「ふとん太鼓」とともに出演し役目を果たした。 

 

3．他の活動団体の参考となる事例 

　　　世界の商業都市として自治・自由都市体制をしいた中世の堺のまちの繁栄を支えた“まち”衆（商人、

　　職人）文化を背景とする“すずめ踊り”を絆として、当会は、行政（堺市・観光部、堺観光コンベンション 

　　協会）、堺商工会議所、地域団体（大小路界隈夢倶楽部：第１回「関西元気」発表団体）および社会奉仕 

　　団体（仁徳ライオンズクラブ）と連携を密にして「人が輝き、地域を元気に！」を合言葉に“すずめ踊り”の

　　普及活動に取り組んでいる。歴史と文化の背景を共有し“すずめ踊り”が発祥した仙台市（国際経済・観

　　光部、仙台観光コンベンション協会）および「仙台・青葉まつり協賛会」と「仙臺すずめ踊り連盟」が一体

　　となって市民文化“すずめ踊り”の普及にご支援いただいている。 

 

4．今後の課題 

　　（1）若年層への普及浸透　特に、「リズム教育」として取り組まれている「よさこいソーラン踊り」に 

　　　　代えて、地域性豊かな“すずめ踊り”（歴史・文化学習、リズム教育）を学校教育現場へ導入促進 

　　（2）堺市内、各区（７行政区）に少なくともひとつの祭連を立ち上げ、全市普及体制を整える。 
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堺に縁ある“すずめ踊り”を絆とした人が輝き元気な地域づくり 
 

堺に縁ある“すずめ踊り”を 
絆とした人が輝き元気な地域づくり 

 

堺すずめ踊り協賛会 

会長　葛村 和正　　事務局長　小泉 博則　　理事　○前田 秀一 
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